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Ⅰ 寝屋川市の概要 

１ 市の位置  

寝屋川市は、大阪府の東北部、淀川左岸に位置し、大阪市域の中心から約 15 ㎞、京都市

域の中心から約 35㎞の距離にあります。 

寝屋川市の東部は交野市、西部は淀川を境として高槻市・摂津市に接し、南部は守口市・

門真市・大東市及び四條畷市に、北部は枚方市に接し、北河内地域の中心部に位置していま

す。 

○  市の広さ 

     面 積   24.70 ㎢ 

      東西      6.89 ㎞ 

      南北      7.22 ㎞ 

 

２ 市の沿革 

古代より生駒山系は人類の住みついたところで、寝屋川市の東部丘陵地帯はこの生駒山系

に属し、市内の太秦地区には石器時代の古墳があります。 

寝屋川市のある大阪東北部（旧北河内郡）は平野がひらけ、古くから穀倉地帯として農耕

を営んでいました。江戸時代に入って、米作を中心に菜種、麦などのほか河内木綿の原料の

綿を作り、丘陵地帯では茶、甘薯、筍の栽培などが盛んになってきました。 

明治 22 年に町村制が施行され、市域に九箇荘村、寝屋川村、豊野村、友呂岐村、水本村

が成立しました。 

また、明治 43 年には京阪電車が開通し、その沿線が徐々に発展の途をたどることになり

ました。 

本市は、昭和 18 年に淀川沿いの平野部と東部丘陵地の１町３村をもって寝屋川町となり、

昭和 26年５月には人口約３万人で府内 16番目の市として誕生しました。 

そのような中、大動脈である国道や衛星都市を結ぶ府道が完成、都市形態が整備されるに

つれて、各企業が進出、本市は大きな変ぼうを遂げました。 

昭和 36 年には水本村と合併、その後昭和 40 年代にかけて、年間に２万人という爆発的な

人口増が続くなど、大阪都市圏のベッドタウンとして発展し、人口約 25 万人の都市となり

ました。 

現在、少子高齢化の進行、人口減少の到来などにより、人口は約 22 万人で推移していま

す。 
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３　人口・世帯

(単位：人、世帯：％）

年度 令和２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

人  口
229,654 228,517 226,693 225,140 223,860

世帯数
111,052 111,719 112,275 112,835 113,549

一世帯当たりの人口
2.07 2.05 2.02 2.00 1.97

1km
2
当たりの

人口密度 9,298 9,252 9,178 9,115 9,063

人口の前年度比
99.3 99.5 99.2 99.3 99.4

令和２年度を100とした
場合の人口指数 100.0 99.5 98.7 98.0 97.5

（人口及び世帯数は、各年度末現在）
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